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です。
石原 あんまり遊びに行ったりはしたことないです。
高橋 なんで、今年はやります！
石原 バチバチしよう。
高橋 今年こそは。去年もやるとか言っていたけど、早慶飲みを実現さ
せます。
石原 絶対しないよ。
一同 （笑）

――プライベートは充実していますか？
新川 充実していますよ。
石原 お前だけだろ（笑）
北代 早稲田の 4 年生は、プロに行く人と就活する人が分かれていて、
プロに行く人はバスケを頑張るのですが、就職する人は自分も含めてバ
スケと両立して空いている日にやらなければ疎かになってしまうので、
コートの上ではバスケに集中して、一歩外に出たら就活をやっていきた
いなと思っています。
新川 僕はちょうど怪我をしていて、将来も就活をしない考えでいるの
で、僕はずっとバスケの事しか考えずにこれからもやっていこうと思い
ます。今はちょうど自分の体と向き合う期間というか、将来にとって大
切になる時期だと思うので、すごく良い時間を過ごせています。
石原 僕は、飲み会に行っています。いっぱい。
一同 （笑）
石原 いやでも本当に。バスケは好きでやっていますけど、やっぱりき
ついことも多いので、どうやってリラックスするかって考えると、自分
の中ではお酒大好きなので、お酒大好きな早稲田のメンバーで飲みに行っ
て騒いで気分転換をしています。というところで、プライベートは充実
しています。
堂本 この前のオフは、みんなで河口湖に行きました。下級生はみんな
で出かけていて、僕らはどうしようかとなった時に、河口湖が一番近い
なという事で河口湖に行きました。
石原 仲良いね。
高橋 逆に飲み会とかはないです。
新川 いや、俺らもないよ。全員集まることあんまりなくない？
北代 出かけても、誰か一人いないみたいな。それで一回も揃わない。

――昨シーズンの早慶定期戦を振り返っていかがでしたか？
石原 昨シーズンは、色々ありました。前日 11 時くらいに寝るつもりで
いたんですが、その前に学生コーチの方からもらったモチベーションビ
デオを観てテンション上げてから寝ようと思って、みんなの良いプレー
とか熱いプレーを観てたら、興奮しちゃって 3時くらいまで寝付けなく
なりました。「このままじゃ寝られない」と思って、お酒を飲んで 4時に
寝たんですよ。でも次の日の朝が 7時起きで、当然寝不足となってしま
いました。結果、終盤 3ピリくらいに足をつっちゃって、そこから試合
に出られなかったという苦い経験でした。
堂本 ズルいでしょ。それは。
高橋 いやいや、それはただ単純に言い訳でしょ。

一同 （笑）
石原 そういうのもあって去年は…
高橋 実際のところ？
石原 去年の早慶定期戦は、楽しかったですね。
新川 早慶定期戦のあの独特な雰囲気は、個人的には好きで、勝敗は別
ですけど、去年は慶應の勢いに負けました。慶應は、早慶戦に本当に強
いので。
北代 早慶定期戦では、僕らが入ってから 1度も慶應に勝てていなくて、
本当に 3度目の正直という、みんな強い気持ちで臨んだのですが、みん
な言っているように、早慶定期戦になると慶應はやっぱり強いなという
か、気持ちとか会場の雰囲気にのまれて押されてしまったかなというイ
メージです。
高橋 去年は、六大学でコテンパンに負けてしまって、そこからチーム
が「流石にヤバいぞ。」という感じでまとまって、早稲田のスカウティン
グとかを重ねて。自分たちの春シーズンの目標は、早慶定期戦勝利とい
うのを掲げてやってきたので、とにかくそこに向かって頑張った結果、
試合でもいい感じに進んで会場も味方してくれて。入るはずの無いシュー
トが入ったりして、勝てました。

――どんなシュートでしたか？
木村 サワのやつだよね？
新川 訳分からなかったです。
高橋 あれを決められるのが、サワなんです。お祭り男なんで。東京国
体でも途中参加でチームに入ったのに、全部オイシイ所は持って行きま
したし。
一同 （笑）
堂本 去年はチームとして強い思いがあって。というのも、勝てば総勝
敗数が同じになるっていう試合でしたから。そういう思いもあったし、
その前の 4年生が抜けてだいぶ戦力が落ちてしまったこともあり、オフ
を返上して練習を重ねました。色んな辛いことを乗り越えての 1勝だっ
たので、僕ら的には本当に大きな 1勝でした。
木村 チームの事は 2人が言ってくれたので、個人として言うと、自分
は去年チームの足をすごく引っ張ってしまったので、勝てたのは良かっ
たですけど、その点で個人的には本当に悔しい早慶定期戦でした。

――この学年は勝ったことしかない慶應と負けたことしかない早稲田と
いう学年ですが、どう考えていますか？
新川 僕たちは早慶定期戦の勝利の喜びを知らないんですよね。もう今

――新チームで初の早慶戦（第 13 回東京六大学リーグ戦）となりまし
たがいかがでしたか？
石原 早稲田として他のチームと対戦するのは今日が初めてで、主力の
新川や森井もいない中、あまりまとまりの無いチーム状態で試合を迎え
ることになりました。やはりそれが試合にも出てしまった結果です。試
合が慶應のペースでいってしまって、みんなの気持ちが下がり、早稲田
らしいところがあまり出てこない状態で終わってしまったのかなと思い
ます。
新川 僕は試合に出ていないので何とも言えないのですが、試合に出た
くてウズウズしていました。
北代 まだチーム練習を始めて 2週間弱しか経っていない中、システム
などしっかりしていない状態で臨むことになり、そこに上手くいかない
プレーのフラストレーションが溜まり、それがディフェンスにも影響し
たのかなと思います。早稲田らしさは、やはりディフェンスだと思うので、
そこが切れて負けてしまったのかなと思います。
木村 慶應は早稲田と違って選手層も薄く、その中で今（3/18 時点）、
高橋も居なくてすごくきつかったということが 1つあります。ただディ
フェンスを我慢して我慢してやっていけたということが、良かった点と
してありました。昨日まで 1週間練習していなかったのですが、そんな
中でもできることはできたのかなと思います。反省点も見つかったので、
そこは早慶定期戦に向かってしっかり修正してやっていきたいです。
堂本 今日は結果的に勝つことができましたが、やはり早稲田は攻守の
切り替えが速いなと思いました。そこでは完全に負けていたなと。あと、
すごく良い新人が入っていて、今後とても良いチームになりそうで、怖
いなと思いました。
高橋 今日の試合は慶應のシュートが終始入って、それで勝ったと思う
のですが、早稲田はオフェンスもディフェンスも比較的上手くいっていな
くて、去年の方が強かったかなという印象を受けました。ただ、やはり
一人ひとりの能力やポテンシャルは高いので、それが今後脅威になると
思っています。今回は勝てましたが、3ヶ月後の早慶定期戦ではどうな
るかわからないので、気を引き締めてこの 3ヶ月間しっかりやっていき

たいです。

――お互いのチームの印象は？
高橋 早稲田は、爆発力があると思います。一人一人の能力が僕たちよ
りもかなり高いと感じていますが、今日の試合ではそこが上手くかみ合っ
ていなかったのではないでしょうか。かみ合った時に恐ろしいチームに
なると思うので、本当に脅威ですね。
石原 慶應はすごく思い切りが良くて、難しいことを考えず、単純に空
いたら打つというところが良いと思います。逆に早稲田は、作って作っ
てノーマークを見つけてシュートを打とうというチームです。慶應は、
いい意味で単純にバスケットをしていると思います。それを今日止めら
れなくて負けたと感じているので、早稲田に無いものを慶應は持ってい
ると感じます。

――新体制で変わったことは？
新川 早稲田は、特にないですね。
石原 そういうとこを、特に無いとか言ったらダメでしょ（笑）
新川 いや、本当に特に無いんですよ。
高橋 慶應は、昨年から割と学生主体でやらせていただいていて、今年
はより僕たちが主体的に 4年生中心でチーム作りをしています。昨年は
割とバスケットの方針とかは、コーチとかから「こういう風にやって行
こう」というのを言われていたのですが、今年はバスケットの所もオフ
の所も、練習の日程も自分たちで考えてやっているので、より一層に学
生主体というのが今年のチーム体制です。
木村 去年のガード陣は最上級生でしたが、今年はセンター陣にしか最
上級生がいません。そういう点で、チームのペースが悪い時にどうする
のか、流れを読むのがすごく難しい。その点は、すごく苦労しています。

――早慶バスケ部間で何か関りはありますか？
石原 はい。ありません。
一同 （笑）
石原 なんかある？
高橋 就活の訪問先で、ちらほら見かけるのはあります。「あれ、あいつ
見たことある」と思ったら早稲田だったみたいな。
木村 サワ（トカチョフ）とは仲いいみたいですね。
石原 そうですね。僕たちもサワも高校は東京で。そういうところでは
ありましたが、まあ最近は無いです。
新川 この 3 人は、国体で一緒だったので。
高橋 ここ（高橋・堂本）は、神奈川国体です。
木村 自分だけ京都で、主将の森井は知っていましたけど、それくらい
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